英語科　３学年　2

	単元単元名「Unit1 Sports for Everyone 」（余剰時数活用単元指導計画例）　学習指導要領の内容[（１）,（２）,（３）①イウエオカ,②]　

の
目標
	初めて宮城県に来ることになったＡＬＴの家族にぴったり合ったおもてなしプランについて，簡単な語句や文を用いてＡＬＴにメールで提案することができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１０時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
･
2

	■単元の目標について理解する。
■これまでの経験について理解したり伝えたりするために，情報を整理して要点を捉えたり伝えたりすることができる。
○現在完了形（経験用法，平叙文）の文の形・意味・用法を理解し，これまでに経験したことについて理解したり即興で伝えたりする。
○これまでの経験について知るために，スポーツ競技などに関するアンケートのような英文を読んで要点を捉えたり，自分が経験したことについて即興で伝えたりする。
	
	
	
	④生徒にＡＬＴの家族から届いたメールを読ませる。

	3
･
4

	■相手のことを知るために，これまでの経験について，簡単な語句や文を用いて尋ねたり，相手からの質問に答えたりすることができる。単元名「Unit1 Sports for Everyone 」（余剰時数活用単元指導計画例）　学習指導要領の内容[（１）,（２）,（３）①イウエオカ,②]　

○現在完了形（経験用法，疑問文）の文の形・意味・用法を理解し，これまでの経験についての対話の内容を捉えたり，経験したことがあるかを即興で尋ねたり答えたりする。
○相手のことを知るために，これまでの経験について，簡単な語句や文を用いて尋ねたり，相手からの質問に答えたりする。
	
	
	
	

	5

	■ＡＬＴの家族にぴったりのおもてなしプランを作るため，ＡＬＴの家族の経験などについて尋ねるアンケートを作成することができる。

	
	
	
	②インターネット検索を活用させる。
②おもてなしプランを作るために情報を集めさせたり，ＡＬＴに向けたアンケートを１人１台端末のアンケート機能を用いて作成させたりする。

	6
･
7
	■スポーツが持つ力を理解するために，障がい者スポーツについて書かれた文章の概要を捉えたり，人の気持ちの変化についてやり取りしたりすることができる。
○SVOC（Ｃ＝形容詞）の文の形・意味・用法を理解し，人の気持ちや状態の変化について理解したり伝え合ったりする。
○スポーツが持つ力を理解するために，本文の概要を捉えたり，人の気持ちの変化について簡単な語句や文を用いてやり取りしたりする。
	
	
	
	

	8
･
9
	■人々を結び付けるスポーツの力について理解するために，障がい者スポーツを支える技術の進歩について書かれた文章の概要を捉えたり，伝えたりすることができる。
○SVOO（that節）の文の形・意味・用法を理解し，人やものが私たちに伝えることを理解したり表現したりする。
○人々を結び付けるスポーツの力について理解するために，障がい者スポーツを支える技術の進歩について書かれた文章の概要を捉えたり，簡単な語句や文を用いて話したりする。
	
	
	
	

	10
	■ＡＬＴの家族に宮城県での滞在を楽しんでもらうために，その人の経験や希望を基に，滞在中のプランを考えてメールを書くことができる。
	○
	○
	○
	②１人１台端末を使って，メールを作成させる。


	（後日）
	○ペーパーテストを実施する。
	○
	○
	○
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仙台版スタンダードカリキュラム単元（題材）の指導計画

